
令 和 ６ 年 ４ 月 吉 日  
会 員 各 位 

メディカル・デバイス産業振興協議会 
代 表 理 事  加 留 部  淳 

 名 古 屋 商 工 会 議 所 副 会 頭 
トヨタ自動車㈱アドバイザー 

「メディカル・デバイス産業振興協議会」 
令和６年度総会開催のご案内 

拝啓 時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 
 平素は、弊会の事業運営に格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。 
今般、令和６年度の総会を下記により開催致したく存じますので、ご多忙の折、誠に恐縮とは存じ

ますが、何卒ご出席賜りますようお願い申し上げます。 

敬 具 

記 

１ 日   時    令和６年６月２５日（火）１６：００～１８：１０（予定） 

２ 会 場    ウインクあいち（愛知県産業労働センター）12階 会議室 1201 

           [名古屋市中村区名駅 4丁目 4-38] 

３ 協 議 事 項  （１）令和５年度事業報告並びに収支決算（案）について 

        （２）令和６年度事業計画並びに収支予算（案）について 

４ 交流懇親会    （於：ウインクあいち 12階 会議室 1202） 

５ 参  加  費   無  料 

 

※総会・交流懇親会の開催後、【特別企画】映画上映会「ディア・ファミリー」を開催 

いたします。詳細は別紙にてご案内しておりますので、是非とも引き続きご参加ください。 

（時間：同日 １８：３０～２０：３０を予定） 

＊当日はクールビズ（軽装・ノーネクタイ）でお越しください。 

＊ご出席の方は、下記出席通知フォームにて、６月 １４日（金）まで に必要事項をご入力いただき 

ますようお願い申し上げます｡なお、ご欠席の方はご返事には及びません。 
 

[出席通知フォームはこちら]   

URL：https://answer.cci.nagoya/mono/?code=c7bcd643 
※メディカル・デバイス産業振興協議会 HP「トピックス」にも 

出席通知フォームのリンクがございます。 

 

以 上 
≪メディカル・デバイス産業振興協議会事務局≫ 
名古屋商工会議所 産業振興部 モノづくりユニット 
TEL：052-223-6748 FAX：052-232-5752 MAIL：medical-device@nagoya-cci.or.jp 

出席通知フォームQRコード 

 



令 和 ６ 年 ４ 月 吉 日  
会 員 各 位 

メディカル・デバイス産業振興協議会 

【 特 別 企 画 】 
映画上映会「ディア・ファミリー」のご案内 

 今般、当協議会では、総会の開催に併せ、特別企画として映画「ディア・ファミリー」の上映会を実

施いたします。 

本映画は、当協議会の委員である医療機器メーカー、㈱東海メディカルプロダクツの創業者である 

筒井宣政氏をモデルとした作品であり、世界で17万人の命を救った IABP（大動脈内バルーンパンピン

グ）バルーンカテーテルが誕生した秘話を描き上げた物語となっております。 

本作品で描かれる「ゼロからの医療機器開発」への挑戦の物語は、会員の皆様の今後のお取り組みの

参考になるものと存じます。総会に引き続きのご参加を心よりお待ちしております。 

記 

１ 特別企画    映画上映会「ディア・ファミリー」（公式HP：https://dear-family.toho.co.jp/） 

 

 

 

 

 

 

２ 日 時   令和６年６月２５日（火）１８：３０～２０：３０（予定） 

           ※上映スケジュールが確定次第、ご参加の皆様に改めてご連絡いたします。 

３ 会 場   ミッドランドスクエアシネマ（名古屋市中村区名駅四丁目） 

４ 参 加 費   無  料 

＊当日はクールビズ（軽装・ノーネクタイ）でお越しください。 

＊ご参加ご希望の方は、下記出席通知フォームにて６月 １４日（金）まで にお申込みください。 

 

[出席通知フォームよりお申込みください] 
URL：https://answer.cci.nagoya/mono/?code=c7bcd643 
※メディカル・デバイス産業振興協議会 HP「トピックス」にも 

出席通知フォームのリンクがございます。 
 

以 上 
≪メディカル・デバイス産業振興協議会事務局≫ 
名古屋商工会議所 産業振興部 モノづくりユニット 
TEL：052-223-6748 FAX：052-232-5752 MAIL：medical-device@nagoya-cci.or.jp 

出席通知フォームQRコード 

 

  あらすじ   

1970年代、心臓疾患は日本人にとって致命的な病だった。そんな状況下で、 

先天的な心臓疾患を抱えていた幼い娘・佳美は「余命 10年」を宣告されてしまう。 

絶望の最中、小さな町工場を経営する父・宣政は、娘のために自分が人工心臓を 

作ると立ち上がる。娘の心臓に残された時間はたった 10年。 

「ただ娘の命を救いたい」という一心で、父と母は人工心臓の勉強に励み、佳美の 

未来を変えるために立ち上がる。 


